
 
 

新
年
度
に
向
け
て 
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    大蔵第三地区社会福祉協議会 

 

４
月
２１
日
、
大
蔵
第
三
自
治
区

会
、
第
三
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
は

大
蔵
市
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
総

会
を
開
い
た
。
中
原
総
務
理
事
を
司

会
に
選
ぶ
と
、
市
民
憲
章
の
唱
和
が

始
ま
っ
た
（
写
真
下
）。
続
い
て
西

村
区
会
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ(

写

真
上)

、
来
賓
の
毛
利
大
蔵
市
民
セ

ン
タ
ー
館
長
の
挨
拶
と
続
き
、
議
長

に
牧
事
務
局
長
を
選
出
、
議
事
に
入

５
年
ぶ
り
の
合
同
総
会
開
催 
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平
素
か
ら
地
域
に
お
け
る
ま

ち
づ
く
り
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
私
ど
も
自
治
会
・
町
内

会
は
、
安
心
・
安
全
な
住
み
よ
い

ま
ち
を
作
る
た
め
に
日
々
活
動

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
市

政
だ
よ
り
の
配
布
、
防
犯
灯
や
ゴ

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
、

児
童
の
通
学
や
高
齢
者
の
み

ま
も
り
、
ま
た
、
地
域
行
事

や
伝
統
行
事
の
実
施
や
支
援

な
ど
で
す
。 

今
年
度
も
、
こ
れ
ら
の
活

動
を
通
じ
て
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理

解
・
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

皆
様
の
今
後
の
ま
す
ま
す

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

っ
た
。
議
事
は
第
１
号
議
案
か
ら
第
７

号
議
案
ま
で
あ
り
、
事
業
報
告
、
決
算

報
告
、
本
年
度
の
事
業
計
画(

案
）、
予

算(

案)

等
が
慎
重
審
議
さ
れ
た
。 

 

今
年
度
の
活
動
方
針
（
案
）
を
見
る

と
、
地
域
活
動
の
維
持
、
空
き
家
・
空

き
地
対
策
、
防
犯
防
災
対
策
等
昨
年
に

比
し
大
き
な
変
化
は
な
い
が
、
一
世
帯

の
人
数
が
２
人
を
割
り
込
む
現
実
を

考
え
る
と
、
高
齢
化
社
会
の
こ
と
細
か

い
基
準
の
見
直
し
、
そ
れ
に
少
子

化
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
よ
う
に

思
え
た
。 

大
蔵
第
三
自
治
区
会 

大
蔵
第
三
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 

 
 

 
 

会
長 

西
村 

勤 

 

こ
の
た
び
新
し
く
若
い
複
数
の

理
事
が
加
わ
っ
た
こ
と
は
三
区
に

と
っ
て
は
、
大
き
な
光
明
で
あ
る
。 

大
蔵
川
ク
リ
ー
ン
作
戦 

令
和
６
年
４
月
２７
日(

土)
 

大
蔵
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
参
加
者
177
名
で

実
施
さ
れ
、
ゴ
ミ
袋
は
145
袋
回
収
さ
れ
ま
し

た
。 

 

各
町
会
の
声
掛
け
で
多
数
参
加
さ
れ
大
蔵

川
も
随
分
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。 
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私
は
大
蔵
生
ま
れ
、
大
蔵
育
ち
の

団
塊
の
世
代
で
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ

は
現
大
蔵
保
育
所
の
場
所
に
あ
っ
た

羽
衣
公
園
は
子
ど
も
で
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。
２０
年
間
ほ
ど
転
勤
で
県

外
生
活
を
送
り
ま
し
た
が
平
成
１９

年
に
退
職
し
現
在
の
と
こ
ろ
に
戻
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。 

一
緒
に
遊
ん
だ
同
世
代
の
皆
さ
ん

は
、
就
職
や
結
婚
を
機
に
大
蔵
を
離

れ
て
お
り
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知

ら
な
い
の
が
ご
近
所
だ
と
思
い
ま
し

た
。 帰

っ
て
来
て
ま
も
な
く
当
番
制
と

い
う
こ
と
で
町
会
長
を
お
受
け
し
ま

し
た
。
町
内
の
方
、
ま
た
他
の
地
区

の
多
く
の
方
と
も
知
り
合
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

町
会
長
紹
介 

役 

員 

紹 

介 

大
蔵
第
三
自
治
区
会 

会 

長 
 
 

西
村 

勤 

副
会
長 

 
 

福
永 

秀
機 

会 

計 
 
 

岡
松 

博 

書 

記 
 
 

野
田 

英
成 

会
計
監
査 

 

中
原 

雅
美 

会
計
監
査 

 

脇
川 

佳
子 

顧
問
・
社
協
兼
務 

 
 

日
高 

一
宇 

 

大
蔵
第
三
地
区 

 
 
 

社
会
福
祉
協
議
会 

会 

長 
 
 

西
村 

勤 

副
会
長 

 
 

日
高 

知
子 

副
会
長 

 
 

白
石 

元
治 

会 

計 
 
 

斉
藤 

健
一 

事
務
局
長 

 

牧 
 

芳
夫 

会
計
監
査 

 

土
橋 

荘
七 

会
計
監
査 

 

秀
島
万
里
子 

 

区
会
・
社
協
共
通
部
会 

総
務
部
会
長 

友
成 

康
裕 

環
境
部
会
長 

松
永 

秀
樹 

福
祉
部
・
ふ
れ
あ
い
部
会
長 

 

佐
野 

正
彦 

防
犯
・
防
災
部
会
長 

 
 

 
 

 
 

福
永 

秀
機 

令
和
元
年
に
二
回
目
の
会
長

の
当
番
が
回
っ
て
き
ま
し
た
。

前
回
か
ら
す
で
に
１０
年
、
状
況

は
随
分
変
わ
っ
て
お
り
、
高
齢

化
や
住
民
、
世
帯
の
減
少
が
始

ま
っ
て
お
り
、
当
番
制
が
回
ら

な
く
な
り
ま
し
た
。
気
が
付
け

ば
、
令
和
６
年
度
か
ら
延
べ
８

年
目
に
入
り
ま
す
。
現
在
ま
だ

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
ま
す

が
、
次
の
方
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

で
き
る
ま
で
と
思
っ
て
努
力
中

で
す
。 

祝
町
一
丁
目
第
１
町
会 

会
長 

橋
田 

豊
臣
さ
ん 

勝
山
二
丁
目
町
会
長
の
齋
藤

で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
北
九

州
で
す
。
た
だ
２
年
間
ほ
ど
、

北
九
州
を
離
れ
静
岡
で
過
ご
し

た
事
が
あ
り
ま
す
。
土
地
勘
も

な
く
、
何
と
な
く
始
め
た
の
が

『
城
め
ぐ
り
』
で
し
た
。
N
H

K
大
河
ド
ラ
マ
『
ど
う
す
る
家

康
』
で
も
登
場
す
る
駿
府
城

(

跡)
・
岡
崎
城
・
浜
松
城
・
高

天
神
城(
跡)
を
は
じ
め
、
西
か

ら
彦
根
・
安
土
桃
山
城(

跡)

・

大
垣
城
・
清
洲
城
・
墨
俣
一
夜

城
・
岐
阜
城
・
犬
山
城
・
名
古

屋
城
・
掛
川
城
・
吉
田
城
と
１５

ほ
ど
巡
っ
た
記
憶
が
よ
み
が
え

り
ま
す
。 

「
国
破
れ
て
山
河
あ

り
・
・
・
」、
じ
ゃ
な
い
で

す
が
城
跡
等
は
ヒ
ッ
ソ
リ
し

て
い
ま
す
が
城
下
町
と
し
て

栄
え
て
い
る
城
周
辺
の
地
域

は
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
と

絆
で
し
ょ
う
か
、
整
然
と
整

備
さ
れ
て
い
る
印
象
が
あ
り

ま
し
た
。
『
お
ら
が
城
！
』

と
言
う
気
持
ち
が
そ
こ
に
は

有
り
、
清
掃
活
動
や
剪
定
作

業
等
を
さ
れ
る
方
が
居
ら
れ

又
、
お
年
寄
り
の
憩
い
場
に

も
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

本
町
会
も
大
蔵
三
区
内

で
２
番
目
に
高
齢
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。『
一
人
じ
ゃ
何

も
で
き
な
い
。
で
も
誰
か
が

始
め
な
け
れ
ば
何
も
起
き
な

い
。
年
取
っ
て
私
は
出
来
な

い
』
じ
ゃ
な
く
て
！
一
人
ひ

と
り
が
出
来
る(

出
来
そ
う

な)

事
を
協
力
し
て
い
た
だ

き
、
地
域
活
性
化
に
繋
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

勝
山
二
丁
目
町
会 

 
 

会
長 

齋
藤 

幸
三
さ
ん 


